
被救護者氏名 付添人氏名

管理・発行
担当者印

経　　　　　路

被救護者旅客運賃割引証発行台帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式２

備考欄契印 責任者印 返却等発行年月日 使用年月日日 割引証番号
使用者

有効期限日
発行申請
担当者印



被救護者氏名 付添人氏名

H19.5.2 H19.5.2 H19.5.2 1 田中　二郎 契 5/2 5/2 （地下鉄）谷町四丁目～大阪ドーム前
（1枚で往復利用）　　　　 千　代　崎 プロ野球観戦

2 西　武雄 堺　三郎 契

3 東　一子 契

4 大東　和子 契

5 狭山　四郎 契

H19.8.1 H19.8.2 H19.8.2 6 田尻　久美子 契 8/1 8/1 （地下鉄）谷町四丁目～なんば
（1枚で往復利用） プロレス観戦

7 阪南　五郎 契

8 和泉　ヨシエ 契

9 河南　和男 契

10 太子　孝 契

11 千早　大二郎 契
返却

（書損）
当日、体調不良により
欠席のため書損扱い

管理・発行
担当者印

経　　　　　路

被救護者旅客運賃割引証発行台帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙２）

備考欄契印 責任者印 返却等発行年月日 使用年月日日 割引証番号
使用者

有効期限日
発行申請
担当者印

太田

太田 斉藤 大阪

斉藤 大阪

金庫へ返却する場合
は必ず記載。
（ ）内は、「書損」か
「使用済の現物帰参」
を記入すること。

※割引証番号は1マス
に1枚分のみ記載す
ること。
（まとめ書きは×）

※発行年月日～
使用年月日～
有効期限日ま
での日付の間
隔は出来る限
り同一日とする
こと。 契印を必ず

押印すること。

発行申請担当者印
を必ず押印すること。

管理発行担当
者印を必ず押
印すること。

責任者印（施設長）
を押印すること。

①使用電鉄名②経路
③往路か往復かの記入
④使用電鉄毎の枚数を記入

使用理由を必ず記入

返却の場合はその
理由を必ず記入
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